









































命、坐 師 木 水 垣 宮、治天下也」（崇神）とある


































































































































































































































　三年秋九月、遷都於 磯 城 。是謂 瑞 籬 宮。















この場合には、大倭・ 勾 ・ 金 橋 、 檜 隈 ・ 廬 入 




事記ではそれらを「勾之 金 箸 宮」「 檜 　 之廬入





















































































































えるのに対し、書紀では「 訳 語 田 幸玉宮」、
お さ だ











中）があり、「磐余 甕 栗 宮」（清寧）、「泊瀬
みか ぐり



































































































































































































































































（中略）世々為杖刀人首、奉事来至今。 獲 加 
わ か
 多 居 鹵
た け る















日十大王年男弟王、在 意 柴 沙 加 宮 時」という
























































































































の中に「卿諱大村、 檜 前 五 百 野 宮御宇天皇之








































は、先の威奈大村墓誌に見える「 檜 前 五 百 野 
ひの くま い ほ の
宮御宇天皇」のような表記であったことにな
るから、したがってそれは光明が独自に創出
した呼称ではなく、当時通用していた呼称法
をそのまま利用しようとしたことになる。元
明は、特別の作業を必要としない当時の慣行
を、そのまま諡号にすることを求めたので
ある。
　また遺詔では、諡号が「後の世に流伝」す
るのを第一の目的としたことが語られている。
しかしそれは記紀に叙述された「歴史」を念
頭に置くならば、単に名を残すだけでなく、
長い時間軸の中に歴代天皇の治世を固有のも
のとして位置づける行為であったはずである。
　７世紀の後半、歴代天皇の宮に、字句を整
えあるいは重複を避けてそれぞれに固有の宮
号を定める作業が行われたとすれば、それは
そのような歴史意識を背景としていたことが
想定されよう。その作業が、古事記と書紀に
結実する史書編纂が実施された時期に行われ
たことは、決して偶然ではなかったのである。
註
　本居宣長『古事記伝』巻三十二（『本居宣長
全集』第十一巻所収、筑摩書房、1969年）。
　今泉隆雄「『飛鳥浄御原宮』の宮号命名の意
義」（同『日本古代宮都の研究』所収、吉川弘
文館、1993年）。また最近の研究として田村圓
澄「飛鳥浄御原宮の成立」（『日本歴史』636号、
2001年）がある。
　鬼頭清明「磐余の諸宮とその前後」（『新版古
代の日本５　近畿Ⅰ』所収、角川書店、1992年）。
　坂本太郎「列聖漢風諡号の撰進について」
（『日本古代史の基礎的研究』下巻所収、東京大
学出版会、1964年。のち『坂本太郎著作集第
７巻　律令制度』（吉川弘文館、1989年）に収
録）。
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